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高
浜
虚
子
編

『新
歳
時
記
』
の
三
版
種

福

井

咲
久
良

は
じ
め
に

 

俳
句
革

新

運
動

を
行

い
な
が

ら
も

、
季
寄

せ

や
歳
時

記

は
遺

さ
な

か

っ

た
と

さ

れ

る

正
岡

子

規

の
没

後

か

ら

、
高

浜

虚

子

は

『
袖

珍

俳

句
季

寄

せ
』
を
初

め

と
す

る
、

い
く

つ
か

の
俳

句

の
季
寄

せ
や

歳
時

記

の
編

集

に

携

わ

っ
た
。

彼

の
俳
句

観

、
季

題
観

が
俳
壇

に
与

え
た

影
響

の
深
さ

は
、

こ

の
事
実

か

ら
も
十

分
察

せ
ら
れ

る
。

そ

し

て
虚

子

の
生
涯
最

後

の
単
独

責

任
編
集

歳
時

記

で
あ
り

、
虚

子

の
歳

時
記

・
季
寄

せ
編

集

の
集

大

成
と

さ

れ
る

の
が
、

虚

子
編

『新

歳
時

記
』

で
あ

る
。
今

日
も
増
刷

さ
れ

続
け

る

『
新
歳

時

記
』

は
ま
さ

に
、
虚

子

の
生

ん
だ

ロ
ン
グ

セ

ラ
ー

で
あ

る
。

 

し

か
し

な
が

ら
、

『
新
歳

時

記
』

に

つ
い

て

の
先

行

研
究

は
決

し
て
多

く

は
な

く
、

そ
れ

ら
は

『新

歳
時

記
』

に
少

な

く
と
も

三
版

種
が
存

し
、

三
版
種

間
に

異
同

や
差
異

が

み
ら
れ

る

こ
と
を
自

明

の
理
と

し

つ
つ
も
、

こ

の
異

同
や
差

異

に

つ
い
て
論

じ
る
際

、

そ

の
全

体
像

に

は
あ
ま

り
触

れ

て

い
な

い
。

 

本
稿

は
虚

子
編

『新

歳

時
記

』

三
版

種
問

の
す

べ
て

の
首

題

の
異
同

を

調
査

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
『
新

歳
時

記

』

の
改

訂
、

再
改

訂

の
あ

り
方

を

明
ら

か

に
し
、
さ

ら

に
異
同

の
見

ら
れ

た
首

題
を
複

数
取

り
上

げ

て
、

二
度

の
改

訂

の
実

施

の
背
景

を
考
察

す

る
も

の
で
あ

る
。

高
浜
虚
子
編

『
新
歳
時
記
』

 
虚

子
編

『新

歳

時
記

』

の
内

容

上

の
特
徴

に

つ
い
て
は
、
虚

子
が

そ

の

序

に

「季

題

の
取

捨
」

「
四
季

の
区
別

」

「季

の
決

定
」

「季

題

の
排

列
」

「解
説

」

「例

句
」

の
六

項

に
分
け

て
自
身

の
試

み
を

詳
述

し

て

い
る
。

し

か
し
、

井
出

原
太

郎

に
よ
れ
ば

、
中

で
も

こ

の
歳
時

記

の
重

要

な
特

徴
は
、

虚
子

に
よ

る

「季

題

の
精
選

と
そ

の
並

べ
替

え
」

に
あ

る
と

い
う
。

 

で
は
実

際

に
、

『新

歳

時

記
』

に

は
、

ど

の
よ

う
な

季

題
が

ど

の
よ
う

な
配

列

で
収
め
ら

れ

て

い
る

の
だ

ろ
う

か
。

ー
ー

高
浜
虚
子
編

『
新
歳
時
記
』
の
三
版
種

 
虚

子
編

『
新
歳

時

記
』

に
収
録

さ
れ

る
季

題
と

そ

の
配
列

に

つ
い

て
考

え

る
と

き
、
避

け

て
は
通

れ

な

い
問

題

が
、

『新

歳

時

記
』

の

二
度

の
改

版

で
あ

る
。
虚

子
は

昭
和

九
年

に
初
版

『
新

歳
時

記
』
を

三
省

堂

か
ら
刊

行

し
、

そ

の
後

昭
和

十
五
年

に
改

訂
版

を
、

さ
ら

に
終
戦

後

の
昭
和

二
十

六
年

に
再

改
訂
版

を

同
じ

く

三
省
堂

か
ら
刊

行

し
た
。
改

版
、

再
改

版

の

際

に

『
新

歳
時

記
』

に
加
え

ら
れ

た

「
改
版

に
際

し

て
」
「再
改

版

に
際

し

一1一



て
」

で

は
、
版

ご

と

に
内

容

に
変

更

点

が

あ

る
旨

を

虚

子

が

明
言

し

て

い
る
。

 

こ

の
変

更

点
、

す

な
わ

ち

異

同

に

つ
い
て
、

「熱

帯

季
題

」

に
関

す

る

先
行

研
究

は
散

見
さ

れ

る

も

の

の
、

『新

歳

時

記
』

三
版

間

の
季

題

の
異

同

の
全
体
像

に

つ
い
て
は

こ
れ

ま

で
あ

ま

り
論

じ
ら
れ

て

い
な

い
よ
う

に

思

わ

れ

る
。
な

お
、

こ

の
再

改

訂

版

の
奥

付

に
、

昭

和

九
年

版

を

「初

版
」
、

十

五
年

版
を

「
改
訂
版

」
、

二
十

六
年

版
を

「
増

訂
版
」

と
あ

る

の

に
従

っ
て
、
本
稿

で
は
以

下
、
各

版
を

初
版

、
改

訂
版
、

増
訂

版
と

し

て

区
別

す

る
。

 
 

 
 

三
 

高

浜

虚

子

編

『
新

歳

時

記

』

三

版

種

間

の

首

題

 
 

 
 

 

 

の

異

同

と

そ

の

分

類

 

で
は
実
際

に
、

虚

子
編

『
新
歳

時
記

』

の
季
題

の
精

選
と
配

列

に

つ
い

て
、

三
版

種
間

の
異

同
を

見

て
い

こ
う

。
今

回

は
季

題

の
中

で
も
各

季
題

項

の
首
題

に
注

目

し
、
首

題

の
有

無

や
配

列

の
差

異
を

調
査

し
た

が
、

そ

の
結

果
を

月
別

に
ま

と
め

た
も

の
が
表

1

で
あ

る
。

 
表

1
に
よ

る
と
、

ま
ず

三
版

間

の
首

題

の
配

列
に

つ
い
て
見
る

に
、
季

題

の
配
列

順
が
前

後

で

入
れ
替

わ

る
な

ど

の
細

か

い

レ
ベ

ル
ま

で
点

検

し

て
も
、

異
同

は

殆

ど
見

ら

れ
な

い
。

こ

の
こ
と

か

ら
、

『新

歳

時

記
』
初

版

の
季
題

配
列

に
対

す

る
、
虚

子

の
自

信

が
窺

え
よ
う

。
次

に
首
題

の
有

無

に

つ
い

て
確

認
す

る
と

、

こ
れ
も

『
新
歳

時

記
』
全

体

の
収
録
首

題
数

か

ら
す
れ

ば
、

異
同

は
や

は
り

少
な

い
と

言
え

よ
う
が

、

い
わ
ゆ

る

「熱

帯
季

題

」
群

が
ま
ず

比
較

的
大

き
な

異
同

と

し
て
指
摘

で
き
、

そ
れ
以
外

に
も
わ

ず
か
ず

つ
だ

が
版

に

よ

っ
て
首
題

の
有

無
が

認
め

ら
れ

る
。

 

続

い

て
、

異
同

の
見

ら
れ

る
首

題
を

分
類

し
、
異

同

の
発
生

理
由

に

つ

い
て
考
察

を

試

み
る
。

表

2

の
分

類
は
、

首

題
を

そ

の
出

現
パ

タ
ー

ン
に

よ

っ
て
分

類

し

た
も

の

で
あ

る
。

表

か

ら

は
、

b
型

、
f

型

の
出

現

パ

タ
ー

ン
を

示

す
首

題
が

多

い
こ
と
、

つ
ま

り
、

『新

歳

時

記
』

の
異

同

の

大
ま

か
な
傾

向
と

し

て
、

初
版

に
首

題
を

大
幅

に
増
補

す

る
形

で
改
訂
版

が
刊
行

さ
れ

、

こ
の
改
訂

版

か
ら

の
大
幅
な

首

題

の
削

除
を

経

て
増
訂

版

が
刊
行

さ
れ

た

こ
と
が
指

摘

で
き

る
。

f
型

の
出
現

パ

タ
ー

ン
を

示
す

季

題
は
、

数

は
多

い
が
、

そ

の
大
部

分

は
す

で
に

「熱
帯

季
題

」
と

し

て
、

先

行
研

究

で
度

々
論

じ
ら

れ

て

い
る

の
で
、

こ
こ

で
は
取

り
上
げ

な

い
。

本

稿

で
は

こ

の
改

訂

・
再

改
訂

の
大

き
な
流

れ

に
乗

る
首
題

群

の
中

か
ら
、

出

現

パ
タ

ー

ン
の
b
型

に
属
す

る
季

題

「
パ

カ
チ
」

と

「
バ

ナ
ナ
」
を

取

り
上
げ

、

こ

の
異

同
傾
向

が
生

じ
た

理
由

に

つ
い
て
考
察

し

て
い
く

こ
と

と
す

る
。

四
 
外
地
を
想
定
し
た
季
題
の
例
①
ー
パ
カ
チ

 

さ

て
、

「パ

カ

チ
」

は
今

日

の
我

々

に
は

馴
染

み

の
薄

い
季

題

と
言

っ

て
良

い
だ

ろ
う
。

現

に
小
学
館

『
日
本

国
語
大

辞
典

』
を

始
め

と
す

る
、

現
行

の
大
型

国
語
辞

典

に
も

、
ま

た
集
英

社
や

講
談

社

の
刊
行

す

る
大
型

 

(12
)

歳

時

記

に
も
、
季

題

「
パ

カ
チ
」

は
確

認
さ
れ

な

い
。

そ

こ
で
初

め

に
、

『
新
歳

時
記
』

の

「パ

カ
チ
」

項
を

確

認
し

て
お
く

こ
と

と
す

る
。

資
料

冖
初
版

 
虚

子
編

『
新
歳

時

記
』

「パ

カ

チ
」

項

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 
※
改

訂
版

の

「パ

カ

チ
」

項
も

左
と

同
文

 
パ

カ

チ
圍

丸

い
瓢

の
属

で
、
朝

鮮
な

ど

に
多

く

屋
根
等

に

逼
は

せ

 

て
あ

る
。

乾

し

て
水

汲

に
、
大

き

い

の
は
炭

斗

な
ど

に
も
用

ゐ
る
。

 
 

 

 
 
垣

パ

カ
チ
ど
ち

ら

の
家

の
も

の
な

る
や

 
す
ゴ

え

一2一



 

『
新
歳

時

記
』

の
季

題
解

説

文

は
、
季

題

「
パ
カ

チ
」

が
朝

鮮

半
島

に

多

く
見

ら
れ

る
、
な

り
瓢

で
あ

る
と
す

る
。

そ

こ
で
執
筆

者

は

こ

の

「
パ

カ
チ
」

が
、
朝

鮮
語

の
叫
井
刈

か

ら
来

た
も

の
で
は
な

い
か

と
考

え
た
。

 

し

か
し
な

が
ら
、
各

辞
典

の
叫
井

刈

の
解

説
文

に
よ

る
と

、
叫
井

凋

は

な

り
瓢

か
ら
作

っ
た
器

を
指

し
、
な

り
瓢

そ

の
も

の

の
意

を

も
持

つ
と

し

た
辞
書

は
、
管

見

の
範

囲
内

で
は
確

認

で
き
な

い
。

つ
ま

り
、

季
語

「パ

カ
チ
」

と
、
少

な
く
と

も
今

日

の
朝

鮮
語

の
叫

井
凋

で
は
、
語

義

に
隔
た

り
が
認

め
ら
れ

る

こ
と

と
な

る
。

 

加
え

て
、

朝
鮮

半
島

を
舞

台

に
想

定

し

た
季

題

が
、

『
新

歳
時

記

』

に

収

録
さ

れ
る
例

が
他

に
あ

る
か
と

い
う
点

に

つ
い
て
も
考

察
を

要
す

る
。

 

以
上

の
二
点

に

つ
い
て
推
測

、
考

察
を

試

み
よ
う

。

 

初
め

に
、
語
義

の
隔

た
り

に

つ
い
て
で
あ

る
。

昭
和
十

四
年

十

月
号

の

「ホ

ト
ト

ギ

ス
」

の
対

談
記

事

に
よ

る

と
、

こ

の
語
義

の
隔

た

り
は

す

で

に
当
時

か

ら

認
識
さ

れ

て

い
な

が
ら

も
、

な

お
、

「俳

人

仲

間

で
は
今

日

パ
カ

チ
と

云

へ
ば
植
物

も

云
ふ

し
、
器

に
な

つ
た

も

の
も
云
」

っ
て

い
た

 

 

 
 

(15
)

こ
と
が

わ
か

る
。
当
時

の
俳

人
た

ち
は
、

な

り
瓢
を

そ

の
加

工
品

の
名
称

「パ

カ
チ
」

で
呼

ん

で

い
た

の
で

あ

る
。

丁
度

、

同

じ

ふ
く

べ
植

物

で
あ

る

へ
ち

ま

に
お

い
て
、

植
物

名
と

そ

の
加

工
品

に
対

し
て
同

一
呼
称

が

用

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

(16
)

い
ら
れ

る
よ

う
に
な

っ
た

の
と
、

同
様

の
現
象

で
あ

ろ

う
。

 

で
は
さ
ら

に
、
朝
鮮

半
島

を
想

定

し
た
季

題
が

『
新
歳

時

記
』

に
採

用

さ

れ

る
例

の
有
無

に

つ
い
て
検

討

し
よ
う

。

 

『
新
歳

時

記
』
初

版

お
よ

び
改

訂

版

に

は
、

日
本

で
も

比
較

的

耳

馴
染

み

の
あ

る

「
温
突

」
を

筆

頭

に
、

「春

聯
」

「初

筏
」

「蠍

」

「水

砧

」

「春

窮

」
と

、
朝
鮮

半
島
と

の
関

係
が

深

い
季

題

が
複
数

収
録

さ

れ

て

い
る
。

中

で
も

「
水
砧

」
や

「春
窮

」

は
、

『新

歳

時

記
』

へ
の
採

用

開

始

時
期

こ
そ

「
パ

カ
チ
」
と

は
ず

れ

る
も

の

の
、

朝
鮮

半
島

な
ら

で
は

の
季
題

と

し

て

『新

歳
時

記
』

に
収

録
さ

れ

て

い
る
点

は
注

日
に
値

す

る
。

 

さ

ら

に
、
朝

鮮

半

島

を
想

定

し

た
季

題

は
、
傍

題

の
中

に

も
確

認

さ

 
(18
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(19
)

れ

る
。

『
新

歳
時

記
』

の
季

題

「狼

」
項

は
、
初

版

と

改

訂
版

で
例

句

の

順

序
が

入
れ
替

わ

っ
て

い
る
。

こ
れ

は
、
傍

題

「ぬ

く

て
」

の
例

句

よ
り

も
、
首

題

の

「狼
」

の
例
句

が
先

に
来

た

ほ
う

が
句
作

者

の
便
宜

に

か
な

う

で
あ

ろ
う

と

い
う

、
歳
時

記
編

者

の
配
慮

で
は
な

い
か

と
察

せ
ら
れ

る
。

と
言
う

の
も
、

解
説

文

に
あ
る

よ
う

に

「
ぬ
く

て
」

は
朝
鮮

狼
を

指
す

。

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

(20
)

そ

こ
で
、

「季

題

の
排

列

は

大
体

東
京

を

中

心

と

し
」

と

い
う

歳
時

記

編

集

上

の
立
場

か
ら
す

る
と

、
季

題

の
配
列

の
み
な
ら

ず
、

例
句

の
配

列
も

ま
た
、
首

題

「狼
」

の
例
句

を
傍

題

「ぬ

く

て
」

の
例
句

の
前

に
持

っ
て

く
る

の
が
適

切
と
さ

れ
、

改
版
時

に
改
め

ら
れ

た
と

し

て
も
首
肯

で
き
る
。

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

(21
)

ま
た

『新

歳
時

記
』

が
旨

と
す

る

「作

句

本
位

の
歳

時
記

」
を
作

る
と

い

う

『新

歳
時

記
』

の
編
集

方
針

か
ら

考
え

て
も

、

日
本

の
本
土

に
居

住
す

る
多

く

の
句
作

者

に

と

っ
て
は
、

「
ぬ
く

て
」
よ

り

も
本

土

に
棲

息

す

る

「狼
」

の
方

が

よ
り

馴
染

み
深
く

、
句

作

の
機

会

も
多

い
と
考

え

ら

れ
た

と
推
測

す

る
こ
と

が

で
き
る
。

さ

ら

に

「狼
」

項

は
、
増

訂
版

に
な

る
と

、

解
説
文

の

一
部
と

、
例
句

一
句

が
削

ら
れ

、
加

え

て

「豺

」

と

い
う

字

の

書
体

が
、
太

字

の
ゴ

シ

ッ
ク
体

か

ら
通
常

の
太

さ

の
字

の
明
朝

体

に
改

め

ら
れ

る
。

こ

の

「
豺
」

の
字
体

の
変

化

は

「
豺
」

が
狼

の
傍

題
か

ら
外
さ

れ
た

こ
と
を

示
す
。

 

初
版

お

よ
び
改

訂
版

『
新
歳

時

記
』

「狼
」

項
中

の
、

「朝
鮮

狼

の
こ
と

を

ぬ
く

て
と

い
ふ
。
」

の

一
文

に

あ

る

「
ぬ
く

て
」

は
、

太
字

の
ゴ

シ

ッ

ク
体

で
記

さ

れ

て

い
る

こ
と

、

お

よ
び

例

句

中

で

「豺
」

と

い
う
字

に

「ぬ

く

て
」

の

ル
ビ
が
振

ら

れ

て

い

る

こ
と
か

ら
、

改

訂
版

の
段
階

ま

で

一3一



は

「
狼
」

の
傍

題
と

し

て
認
め

ら
れ

て

い
た

と
わ

か

る
。

朝

日
辞

典

を
参

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
(22
)

照
す

る

と
、

朝
鮮

語

で
狼

を
指

す

語

は

「と
「
司
」

で
あ

る

の
で
、

「
ぬ
く

て
」

は
狼
を

指

す
朝
鮮

語

「」「
司

」

の
音
を

、
平

仮
名

で
表
記

し
た

も

の

と
考

え
ら
れ

る
。

こ
の
よ

う

に
、
朝
鮮

半
島

を
想

定

し
た
季
題

の
、

虚
子

編

『新

歳
時

記
』

へ
の
採

用
は

、
首

題

の
レ
ベ

ル
で
も
傍

題

の

レ
ベ

ル
で

も
確

認

で
き

る

の
で
あ

る
。

 

こ

の
よ
う

に
考

え

て

く

る
と
、

「
パ

カ
チ
」

は
主

に
朝

鮮
半

島

を
舞

台

に
想

定

し

て
季

題
と

し

て

設
定

さ
れ

、

『新

歳

時

記
』

に
採
用

さ

れ

た
季

題

で
あ

る

と

見

て
よ

い
だ

ろ

う
。

『
新

歳
時

記

』

の

「パ

カ

チ
」
は

、
今

日

の
朝

鮮
半

島

に
残

る
叫
叫

勾

の
原
料

と
な

る
果

実
植
物

に
同

一
で
あ

る

と
考

え
ら
れ

る
。

 

で
は
な
ぜ

、
「
パ

カ
チ
」

や

「
オ

ン
ド

ル
」
、
「
ぬ
く

て
」

な
ど

の
朝
鮮

語

が
、
季

題

と
し

て

『新

歳
時

記

』
初
版

お

よ
び
改

訂
版

に
収
録

さ
れ

る

こ

と

に
な

っ
た

の
で
あ

ろ
う

か
。

戦
後
刊

行

の
増
訂

版

で
は
削
ら

れ

て

い
る

こ
と

か
ら
考

え

、

こ
れ

ら

の
語

は
、
戦

前
、

戦
中

に

は
季

題

と
し

て
必
要

と
さ

れ
た

も

の

の
、
敗

戦

後

に
は
不

必
要

と
な

っ
た
、

も
し

く
は
削

ら
ざ

る
を

得
な

く
な

っ
た
季

題

で
あ

る
と
考

え

ら
れ

る
。
よ

っ
て
、

戦
前

、
戦

中

に
、

日
本

の
植

民
地

や
勢

力

圏
を

出
自
と

す

る
言
葉
を

、
季

題

に
設
定

し
た

も

の
と
推
測

さ
れ

る

。

 

こ
れ
ら

の
例

は
、
朝

鮮

語
、

ひ

い
て
は
、

外
地

の
言

語

の
、
内

地

へ
の

流

入

の
例

と

し
て
も
注

目

さ
れ

る
が

、
歳
時

記
や

高
浜
虚

子

の
事
績

と

い

う
視

点
か

ら
見

る
と
、

虚

子
編

『
新
歳

時

記
』

の
首
題

の
増
補

な

い
し
削

除

の
方
針

と
、

外
地

の
誕

生
、

拡
大

、
喪
失

と

の
関
係

性
が

、
ま

た
、
傍

題
、

季
題
解

説

文
、
例

句

に
ま

で
及
ぶ

『新

歳
時

記
』

の
改

訂

・
再
改

訂

の
緻

密
さ

が
浮

か
び
上

が

っ
て
く

る
。
と

同
時

に
、
虚

子

の
、
朝
鮮

は

じ

め
大
陸

や
新

地

へ
の
強

い
関
心

も
見

て
取

る

こ
と
が

で
き

る
。

五
 
外
地
を
想
定
し
た
季
題
の
例
②
-
バ
ナ
ナ

 

続

い
て
季

題

「
バ

ナ

ナ
」

に

つ
い

て
考

察

し
よ

う
。

「
バ

ナ

ナ
」
は

改

訂
版

に
お

い
て

「熱

帯
季

題
」

群

の
中

に
組

み
込
ま

れ
た

こ
と

か
ら
、
管
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)

見

の
範

囲

で
も
度

々
先
行

研
究

に
取

り
上

げ
ら

れ

て

い
る
。

 

「熱

帯
季

題
」

が
増

訂
版

に
お

い
て
削
除

さ

れ

た

理
由

に

つ
い
て

は
、

先

行

研
究

に
よ

っ
て
、
太

平
洋

戦
争

敗
北

に
よ

る

日
本

の

「版
図

」
縮

小

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

(25
)

に
最

大

の
原

因
が

あ
る

と
指
摘

さ
れ

て

い
る
。

虚
子

は

「熱

帯
季

題
小

論

補

遺

」

の
中

で
、
「熱

帯
季

題
」

を
設

け

る
理
由

の

-
つ
と

し

て
、
「熱
帯

」

地

方

の
俳
人

の
便

宜

の
た
め
と

い
う

こ
と

を
挙

げ

て
お
り

、

「熱

帯
季

題
」

が
、

主
と

し

て
、
拡

大

し
た

日
本

の
勢

力

圏
を

舞
台

に
想
定

し
て
設
定

さ

れ
た

こ
と
を

窺
わ

せ
る
。

と

こ
ろ
が

後

に
、
敗

戦

に
連

関

し
、
外

地

か
ら

日
本

人

が
引

き
揚

げ

、

「熱

帯
季

題
」

を
本

当

に
必

要
と

す

る
句
作

者

が

殆

ど

い
な

く

な

る
。
先

行

研

究

の
指

摘

は
、

こ

の
出

来

事

に

「熱

帯

季

題
」
削

除

の
大
き

な

一
因
を
求

め
た

も

の

で
、

首
肯

で
き

る
。

 

し

か

し
、

季
題

「バ

ナ

ナ
」

の
削

除

に

つ
い

て
は
、

こ
れ
を
過

失

と
見

る

べ
き

で
あ

ろ
う

か
。

 

虚

子
編

『新

歳
時

記
』

の
改

版

・
再
改

版

に
際

し

て
、

し
ば

し
ば
首

題

以
下

例
句
や

季
題

解
説

文

に
ま

で
緻

密

に
修

正
が
加

え
ら

れ

て

い
る
点

は
、

先

に
確
認

し
た

と
お
り

で
あ

る
。

こ

の
事

実

か
ら
、
内

容

を
精
密

に
点

検
、

吟

味

さ
れ

て

い
る
は
ず

の

『新

歳
時

記
』

に
お

い
て
、
過

失

に
よ

る
首

題

削
除

が
あ

っ
た

と
は
考

え
が

た

い
。

 

『新

歳

時

記
』
初

版

、
改

訂
版

の

「
バ

ナ

ナ
」

項

を

見
比

べ
る
と

、
実

は
、

「バ

ナ

ナ
」
項

自
体

も
、

改
版

の
再

に
項

の
内

容

が

書

き
換

え

ら
れ

一4一
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)

て

い
る
季

題

の

一
つ
で
あ

る

こ
と

に
気

づ
く
。

注

目
す

べ
き
は
、

ま
ず

初

版

に
は
確

認

で
き

る
、
首
題

下

の
圍

と

い
う

記
号
が

、
改

訂
版

で
は
消

さ

れ

て

い
る
点
、

次

に
初

版

の
例
句

前

の
前
書

「台
湾

所
見

」
が
改

訂
版

で

は
削

ら

れ

て

い
る
点

の
二
点

で
あ

る
。

こ

の

二
点

の
異
同

は
、
改

訂
時

、

「
バ

ナ
ナ
」

が

「熱

帯

季

題
」

群

に
組

み
込
ま

れ

た

こ
と

に
深

く

関
係

す

る
と
見

ら
れ

る
。

 

ま
ず

首
題

下

の
圍

と

い
う
記
号

は
、

初
版

に
お

け
る

「
バ

ナ
ナ
」

が
夏

の
間
、

つ
ま

り
陽
暦

五
月

か
ら
七

月

の
う
ち

の
、
少

な
く

と
も

ふ
た

月
以

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
(28
)

上

に
亙

る
季

題

で
あ

る

こ
と
を

示
し

て

い
る
。

こ
れ

に
対

し
、

改
訂
版

に

お
け

る

「バ

ナ
ナ
」

は

「熱

帯
季

題
」
部

の
所
属
と

さ
れ

て

い
る
。

し
た

が

っ
て
、

一
年

中
暑

い

「熱

帯
」

の
季

題

で
あ

る

以
上
、
季

題

の
い
わ
ば

旬

を
問

題

に
す

る
目

と

い
う
記
号

は
外

さ
ざ

る
を
得

ま

い
。
現

に
、
他

の

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(29
)

「熱

帯
季

題
」

に
も

、
圍

の
記
号

は

一
切
付

さ

れ

て

い
な

い
。

 

つ
い

で
、
前
書

「台

湾

所
見

」

の
削
除

に

つ
い
て

で
あ

る
が
、

「
バ

ナ

ナ
」

が

「熱
帯

季
題
」

で
あ

る
以

上
、

例
句

も

「熱

帯
」

に
お

け
る
句

と

し

て
掲
載

す

べ
き
と

の
判
断

か
ら

、
台
湾

を
詠

ん
だ
句

で
あ
る
事

実

に
は

目
を

つ
ぶ
る

こ
と

に
し
た
も

の
と
推

測

さ
れ

る
。

 
さ

て
、
初

版

か

ら

す

で
に

首

題

と
さ

れ

て

い
た
季

題

で
、
改

版

時

に

「熱

帯
季

題
」

に
組

み
込
ま

れ
た
季

題
と

し

て
は
他

に

二

つ
、

「
鳳
梨
/

パ

 
 

 
 
(30
)

イ

ナ

ッ
プ

ル
」

と

「仏

桑
花

」
が

確
認

で
き

る
。

 
初

版

と
改
訂

版

の

「鳳
梨
/

パ

イ

ナ

ッ
プ

ル
」
項

を
比
較

す

る
と
き

、

ま
ず

注

目

で
き

る

の
は

「鳳

梨
」

と

「
パ

イ
ナ

ッ
プ

ル
」

の
首

題
交
代

で

あ

る
。
漢

字
圏

外

か
ら

の
外
来

語

で
あ

る

こ
と
が
明

ら
か

な
、

カ
タ

カ
ナ

表
記

の

「パ

イ
ナ

ッ
プ

ル
」

に
首

題
を
変

更

し
た

こ
と

で
、
季
感

、

す
な

わ
ち

こ
こ

で
は

「熱
帯

」

の
イ

メ
ー
ジ

が
想
起

さ
れ

や
す

く
な

っ
た

と

い

う

こ
と

は
想

像

に
難

く

な

い
。

ま
た

、
改

訂
版

の

「パ

イ

ナ

ッ
プ

ル
」
項

の
解
説

文

に
用

い
ら
れ

て

い
る

「内
地

」

と

い
う
語
は

、
改

訂
版

の

「
バ

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

(31
)

ナ

ナ
」
項

に
も

用

い
ら

れ

て

い
た

が
、

こ

こ

か
ら

は

改

訂
版

の

「
パ

イ

ナ

ッ
プ

ル
」
「
バ

ナ
ナ
」

が
共

に
、
生
産

地

と
し

て
内

地

な
ら
ざ

る

場
所
を

想

定
さ

れ

て

い
る
こ
と

が
看
取

さ
れ

る
。

さ
ら

に

「パ

イ

ナ

ッ
プ

ル
」

の

例

句

に
、

「
日
章
旗

」
と

書

い
て

「
ひ

の
ま

る
」
と
読

ま

せ

る
例

句

を
採

用
し

て

い
る
点

か
ら
も

、
初
版

の
季

題

「
鳳
梨
」

と
、

改
訂
版

の

「熱
帯

季

題
」

と

し

て
の

「パ

イ

ナ

ッ
プ

ル
」
が

、
同

一
の
果
実

植
物

を
指

し
な

が
ら
、

想
定

さ
れ

た
季

題

の
舞

台
と

な

る
地
と

い
う
点

に
お

い
て
は
、
異

質

の
季

題

で
あ

る
こ
と

が
窺
え

る
。

 

増

訂
版

に
お
け

る

「バ

ナ

ナ
」

の
削

除

が

過
失

で
あ

る
な

ら
ば

、

「
鳳

梨

/

パ
イ

ナ

ッ
プ

ル
」
「仏

桑
花

」

の
削

除

も
そ

れ
に
準

ず

る
と
見

な
け
れ

ば

な

ら
な

い
。

し
か
し

、

三

つ
の
首

題
を

総
合

し

て
考

え

る
と
き

、
先

の

「
パ

カ

チ
」

や

「温
突

」

と
同

様
、

こ
れ
ら

の
季
題

は
、

外

地
を

想

定

し

た
季
題

と

し
て
初
版

に
採

用
さ

れ
、

そ

の
後
改

訂

の
際

「熱
帯

季

題
」

に

組

み

込
ま
れ

、
増

訂
版
刊

行
時

に

は
不
要

、
も

し
く

は
削
ら
ざ

る
を
え
な

い
季
題

と
な

っ
た

た
め

に
削
除

さ
れ

た
と

い
う

可
能
性

が
見

え

て
く

る
だ

ろ
う
。

 

こ
の
よ
う

に
見

て
く

る
と
、

増

訂
版

に
お
け

る

「熱

帯
季

題
」

の
削
除

理
由
と

し

て
、
先
行

研
究

が
指

摘

し
た
、

太
平
洋

戦
争

敗
北

に

よ
る

日
本

の

「版

図
」

縮
小

は
、

一
部

の

「熱

帯
季

題
」

の

『
新

歳
時

記
』

か

ら

の

削

除

の
理
由

に
と

ど

ま

ら
な

い
。

「バ

ナ

ナ
」

の
削
除

に

つ

い
て
も
、

他

の

「熱

帯
季

題
」

の
削
除

と

同
様
、

外
地

の
喪

失

に
起

因

す
る
も

の
と
考

え
ら
れ

る

の

で
は
な

い
か
。

 

明
治

三
十

七
年

か
ら

明
治

四
十

四
年

に
わ
た

り
使

用
さ

れ
た
高

等

小
学
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校

用
国

語
科

国
定
教

科
書

に

は
、
熱

帯
植

物

の

一
例

と
し

て
バ

ナ
ナ
と

鳳

 

 
 

 
 
 

 
 

(32
)

梨

が

紹
介

さ

れ

て

い
る
。

こ
れ

に
よ

る
と
、

『
新

歳
時

記

』
初
版

の
刊
行

さ
れ

た
昭
和

九
年

よ

り
ず

っ
と
遡

っ
て
、
台
湾

は
有

力
な

バ

ナ
ナ

の
産

地

で
あ

る
と

認
識
さ

れ

て

い
た

こ
と

が
窺

え
る
。

 

ま

た

こ
の
資

料

か
ら

は
、

バ

ナ
ナ
も

鳳
梨

も
共

に
、
植
物

と

し

て
は
こ

こ

で

い
う

「熱

帯

地
方

」

に

存

し
、

「食

用

果

実
」

と

し

て

は
内

地

の

人

々
に
も
認

識
さ

れ
、

そ

の
食

卓

に
も
上

り
得

た

こ
と
が
読

み
取

れ

る
。

つ
ま

り
、
地

に
根

を

下
ろ
す

植
物

の
姿

で
も
、

果
実
部

分

の
み
と

い
う

食

料
品

の
形

で
も
、
植

民

地
や
勢

力

圏
ま

で
含

め
た
当
時

の

「日
本

」

に
は

存

し
得

た

の

で
あ

る
。

 

し
か
し
、

敗
戦

に

よ
り
、

こ

こ
に
挙

が
る

バ

ナ
ナ
や
鳳
梨

の
産

地

は
、

悉
く

日
本

の
植

民
地
や
勢

力

圏

で
は
な

く
な

っ
た
。

こ
の

こ
と

は
国
内

に

バ

ナ
ナ
や

鳳
梨

が
根
を

下

ろ
す

こ
と

は
殆
ど

な
く
な

っ
た

こ
と

を
意
味

す

る
。

ま
た

こ
れ

ら

の
島

々
が

諸
外

国

の
統
治

下

に
入

っ
た
か
ら

に
は

、
当

然
、

昭
和

二
十

六
年
当

時
、

こ
れ

ら

果
実

の
国
内
流

通
量

が
敗

戦
前

に
比

べ
大
き
く
減

少

し
た

こ
と

は
想
像

に
難

く
な

い
。

 

し
た
が

っ
て
、

敗
戦

に

よ
り
、

日
本

国
内

に

お

い
て
は
、
地

に
根

を
張

る
植

物

の
姿

の
バ

ナ
ナ
や
鳳

梨

も
、

果
実

の
み

の
食

料

品

の
姿

の
そ
れ
ら

も
、

と
も

に
あ

ま
り

見
ら
れ

な

く
な

っ
て
し
ま

っ
た
、
あ

る

い
は
国
内

に

あ

る

べ
き

物

で
な

く

な

っ
て
し

ま

っ
た
も

の
と
考

え
ら

れ

る
。

 

こ

の
よ
う

に
考

え

て

く

る
と
、

「椰

子
」

や

「護

謨

樹
」

な

ど

の

「熱

帯
季

題
」

が
虚

子
編

『
新
歳

時

記
』

再
改
版

の
際

に
削
除

さ
れ

た

の
と
同

列

に
、

「
バ

ナ
ナ
」
や

「
鳳
梨
」

を
扱

う

こ
と
が

で
き

る
だ

ろ
う
。

「バ

ナ

ナ
」
や

「鳳
梨

」
が

『
新

歳
時

記
』

増
訂

版

に
無

い
大

き
な

理
由

は
、

や

は

り
、
敗

戦

に

よ

る

日
本

の
外

地

の
喪

失

に
よ

り
、

『新

歳

時

記
』

編
者

が
、

意
図
的

に
削
除

し
た

た
め

で
は
な

か
ろ

う
か
。

六
 
結
び
に
か
え
て

 

以
上

、

「
パ

カ

チ
」

と

「バ

ナ

ナ
」
を

例

に
虚

子
編

『
新

歳

時

記
』

三

版

種

の
異

同

に

つ

い
て
考

え

て
き
た

が
、

『
新

歳
時

記

』
再

改

訂

の
有

力

な

一
因

と
し

て
、
や

は
り

敗
戦
を

考
え

ざ

る
を
得

ま

い
。

 

『
新

歳

時

記

』

に
は

こ

の
他

に

も
、
満

州

を

舞

台

と

し

て
想

定

し

た

「霾

」
、
中

国

を
想
定

し
た

「爆
竹

」

「
寒
食
」

「苦

力
来

る
」
、

「極

地
」

を

想
定

し

た

「馴

鹿
」

「北
極

光
」

と

い

っ
た
首

題

、
ま
た

「
入
営
」

「徴
兵

検
査

」

「
大
演

習
」

「除
隊

」
と

い

っ
た
軍
事

関
連

の
題

、
戦

前
戦

中

の
農

地

制
度

を
背
景

と

す
る

「年
貢
納

」

と

い

っ
た
題

が
存

し
た

が
、

こ
れ

ら

は
悉
く

再
改

訂

の
際

に
削

除
さ

れ

て
い
る
。

ま

た
、
祝

日

の
季
題

に

つ
い

て

は
、

「
天
長
節

」

「
明
治

節
」

「紀

元
節

」

が
再

改

訂

の
際

に
削

除

さ

れ

た
が
、

代
わ

っ
て

「天
皇

誕
生

の
日
」
「文
化

の
日
」

が
新

た

に
増

訂
版

に

組

み
込
ま
れ

て
い
る
。

こ
れ

は
、
先

の
三

つ
の
祝

日

が
戦

後

一
旦
廃
さ

れ

た
も

の
の
、

う
ち

「
天
長
節
」

と

「明
治
節

」

が
昭

和

二
十
六

年

の

『
新

歳

時
記

』
再

改
訂

ま

で
に
名
前

を
変

え

て

「復
活

」

し
た

と

い
う
事
実

と

無

関
係

で
あ

る
ま

い
。

 

こ

の
よ
う

に
、

少
な

く
と

も
、
敗

戦
後

の
外

地
喪
失

、

軍

の
解

体

、
祝

日

の
変

更
、

農
地

制
度

の
変

更
な
ど

と
時

期
を

ほ
ぼ

同

じ
く

し
て
、
多

く

の
季

題
が

『新

歳

時
記
』

か

ら
姿
を

消

し
た

り
、

一
部

は
新

た

に
登

場

し

た
り

し

て
い
る

こ
と

は
、
表

1
、

2
か
ら

明

ら
か

で
あ

る
。

 

こ

こ
で
、

初
版

か

ら
改

訂
版

へ
の
改

訂

時

に
、

「熱

帯

季

題

」
を
中

心

と

す
る
首

題
が
増

補
さ

れ

た
点

に
改

め

て
目

を
向

け

て
総

括

す

る
と
、
虚

子
編

『
新
歳

時

記
』

の
太
平

洋
戦
争

前

の
改

訂
は
、

外
地

の
拡

大

や
外
地
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へ
の
日
本
人

の
入
植
が

進
む

と

い
う
時
勢

を
背

景

に
、
首

題

の
数

を
増

大

さ
せ

る
形

で
行

わ
れ
、

敗
戦

後

の

『
新
歳

時

記
』

再
改

訂
は
、

太
平
洋

戦

争
敗
戦

に
伴

う

日
本

の
外
地

喪
失

や
種

々

の
政

策

の
変
更

と

い
う
時
勢

の

変
化

を
背
景

に

、
首
題

の
数

を
減

少
さ

せ

る
形

で
行

わ

れ
た
と

言
え

よ
う
。

虚
子

編

『新

歳
時

記
』

は

こ

の
よ
う

に
、
実
作

者

た
ち

を
取

り
巻
く
情
勢

の
変

化

に
対

応

し

て
、

そ

の
内
容

を

二
度

に
わ
た

り
変

え

て
き
た
と

い
う

面
を

持

っ
て
お

り
、

そ
れ

が
改
訂

お

よ
び
再

改
訂
時

に
発
生

し
た
異

同
に

表
出

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

 
今

後

よ
り
詳

細

に
調
査

し

て
い
く

必
要

は
あ

る
が
、
今

回

の
調
査

で
大

ま

か
な

見
通

し
を
立

て

る
こ
と

が

で
き

た

の

で
は
な

い
か
と

思
う
。

 
今

後

の
課
題

と

し

て
、
表

2

の

a
型

や

e
型

、

「人

日
」

と

い
う
首

題

の
増

訂
版

に

お
け

る
登
場
な

ど
、

大
き

な
異

同

の
流
れ

で
は

説
明

し
得
な

い
首

題

に

つ
い
て

の
調
査

や
、
首

題

よ
り

も
細

か

い
レ
ベ

ル
で

の
異

同

の

調
査

を
行

う

こ
と

に
よ
り
虚

子
編

『
新

歳
時

記
』

の
各

版
種

間

の
比
較
を

、

今
後

一
層

綿
密

に
行

い
、
論

を

深
め

て

い
き
た

い
。
ま

た
、

こ
れ
を

始
め

と

し

て
、

虚

子

の

ロ
ン
グ

セ

ラ
ー

『
新

歳
時

記
』

を
多

角
的

な
視
点

か
ら

追
究

し

て

い
き

た

い
と
考

え

て

い
る
。

〈終

〉

七
 
注

(
1
) 

虚
子
が
直
接

編
集

作
業

に
携

わ

っ
た
歳
時

記
、
季
寄
せ

で

『新
歳
時

記
』

に

 

先

行
す
る
も

の
と
し
て
は
、
明
治

の
新

題
を
取

り
入
れ

つ
つ
も
、
全
体
と

し
て

 

 
は
精
選

し
た
季

題

の
み
を
列
挙

し
、
例
句

は
載

せ
な

い

『袖
珍
俳
句
季
寄

せ
』

 

 
(虚

子
編
、

一
九
〇

三
年

二
月
、
俳

書
堂

)、
同

様

に
季
題

の
精

選
を

図

っ
た

 

 
「写
生
を

目
的

と
す
る
季
寄

せ
」
(ホ
ト

ト
ギ

ス
発
行
所
編
輯
部

編
、
「ホ
ト
ト
ギ

 

 
ス
」
大
正
八
年

一
月
号
付
録
)
、
網
羅
的
に
季
題

や
例
句
を
収
集
、

掲
載
し
た
、

 

 
百
科
事
典

の
よ
う
な
性
質

も
持

つ

『俳
諧
歳

時
記
』
冬
之
部

(虚

子
編
、
昭
和

 

 
八
年
十

月
、
改
造
社
)
、

お
よ
び
春

之
部

(虚

子
編
、
昭
和

八
年

十

一
月
、
改

 

造
社
)

が
挙
げ
ら
れ

る
。

こ
れ
ら

の
歳

時
記
、
季
寄
せ

と
の
比
較

等

に
つ
い
て

 

 
は
、
別
稿

を
期
し
た

い
。

(2
) 
虚

子
編

 
「新

歳
時

記
』

に

つ
い
て
の
先

行
研

究

の
主
だ

っ
た
も

の
と

し
て

 

 
は
、
井
出

原
太
郎

(引
用
①
)

や
本
井
英

(引
用
②
③
)
、
三
村
昌
義

(後
掲
、

 

注

(3
)
)

に
よ
る
も

の
が
挙
げ
ら
れ

る
。

こ

の
う
ち
、
「新
歳

時
記
一

の
改
版

 

 
に
関

す
る
内

容

の
も

の
を
、
左

に
三

つ
引

用
す
る
。

 

 
引
用
①

 
井
出
原
太
郎
に
よ
る

『新
歳
時

記
』

の
先
行
研
究

 

 

印
度

洋
を
往
復

し

て
、
熱
帯
季

題

に
関

心
を
寄

せ
、
こ
れ
を

『新
歳
時

記
』

 

 
 
に
組

み
入
れ

た
こ
と
が
あ

る
。
赤
道
、
南
十
字

星
、
月
下
美

人
な
ど
と

い
う

 

 
 
の
も
あ

つ
た
。
結

局
、
ま

た

切

り
棄

て
た

が
。
(井

出
原

太

郎

「虚

子

編

 

 

『新
歳
時

記
』
」
よ
り

「
『新
歳
時
記
』
」
〈清
崎
敏
郎

・
川
崎
展
宏
編

『
虚
子
物

 

 

語
』

〈有
斐
閣

ブ

ッ
ク

ス
〉
昭
和

五
十

四
年
、
有
斐
閣
〉
)

 

 
引
用
②

 
本
井
英
に
よ
る

『新
歳

時
記
』
先
行
研
究
そ
の

-

 

 

熱
帯
季
題

〈ね

っ
た

い
き
だ

い
〉

 

 
 

高
浜

虚
子

が
提
唱

し
た

一
群

の
季
題

(季
語
)
。
虚
子

は

-
九

三
六

(昭

 

 
 
11
)
年
、
渡
欧

の
旅

に
発

っ
た
が
、
そ

の
途
次

シ

ン
ガ
ポ
ー

ル
を
訪
れ
、
親

 

 
 
し
く
熱
帯

の
気
候

・
風
物

に
触
れ

て
、

一
群

の
言
葉
を
熱
帯
に

お
け
る
季
題

 

 

と
す

る
こ
と
を
提
唱

し
た
0
虚
子
自
身

も
そ

の
直
後
、

コ
ロ
ン
ボ
で

(古
倫

 

 
 
母
に
黄
金
色

な

る
鳶

が
居
た
〉
と
詠

じ
た
。
そ

の
後
、
四
〇
年

改
訂

の

「新

 

 

歳
時

記
』
夏

の
部

に
合

計

三
五

の
熱

帯
季

題
を
掲

載
、
そ

の
内
容

は

「熱

 

 

帯
」
「赤
道
」
等

の
地

名
。

「
ス
コ
ー

ル
」
「貿
易
風
」

の
よ
う
な
気
象
。

「象
」

 

 
 
「水
牛
」

と

い
っ
た
動
物
。

「パ
イ
ナ

ッ
プ

ル
」
「椰
子
」

の
如
き
植
物

で
あ

っ

 

 
 
た
。

こ
れ

ら
熱

帯

の
風
物

を
す

べ
て
夏

の
季
題
と
す

る
と

い
う

こ
と

は
、
あ

 

 
 
く
ま

で
も
季
節
感

の
中

心
を

日
本

の
そ
れ
に
置
く
と

い
う

も

の
で
、
世
界
各

 

 
 
地

そ
れ

ぞ
れ

の
季
節
感

を
俳
句

に
持

ち
込
む

こ
と

に
よ
る
混

乱
を
避
け

る
と

 

 
 
い
う
方

針
で
あ

っ
た
。
な

お
太
平
洋
戦
争

後
日
本

の
版
図
が
狭

ま

つ
た

の
に

 

 

連

関

し

て
、
五

一
年

の

『新

歳
時

記
』
以
降
熱

帯

季
題

は
削

除
さ

れ

た
。

 

 
 
[本
井
 
英
]

(稲
畑
汀

子

・
大
岡
信

・
鷹

羽
狩
行
監
修
、
山

下

一
海

・
今
井

 

 
 
千
鶴

子

・
宇
多
喜
代

子
ほ

か
編

『
現
代
俳
句
大
事
典

』
二
〇
〇
五
年
、

三
省

 

 
 
堂
)

一7



 
 
引
用
③

 
本
井
英

に
よ
る

『
新
歳
時
記
』
先
行

研
究

そ
の
二

 
 
 
 
太

平
洋
戦
争

で
の
敗
北
は

日
本

の
版
図
を

一
気

に
縮
め
る
。

つ
ま

り
熱
帯

 
 
 
で
俳
句

を
作

る
日
本

人
な
ど

い
な

く
な
る
わ
け

だ

(こ
の
こ
と
は
逆

に
戦
前

 
 
 
の

「熱

帯
季
題
」
な

る
も

の
が
ど

の
辺
の

ニ
ー
ズ

に
応

え
た
も

の
で
あ

っ
た

 
 
 
か
を
物

語
る
)。

そ
こ

で
虚

子
は
昭

和

二
十

六
年

の
歳

時
記
改

訂

で
、

こ
れ

 
 
 
ら
三
十
五
項

目
を
削

除
す

る
。

(
「バ
ナ
ナ
」
は

可
哀

そ
う
に
、
も
と
も
と
初

 
 
 
版

か
ら
あ

っ
た

の
に
、

つ
い
う

っ
か

り
こ

の
時

に
消
さ
れ

て
し
ま

っ
た
)。

 
 
 
(本
井
英

「虚

子

「渡
仏

日
記
」
紀
行

』
平
成
十

二
年
、
角
川
書
店
)

(3
) 

本
稿

で
は
季
題

の
う
ち
、
特
に
歳
時
記

の
各
季

題
項

目
の
先
頭

に
あ

る
題
を
、

 
 
傍
題

に
対
し
首
題

と
呼
ぶ
。
首
題
と

い
う
語

の
こ
の
よ
う
な
使

い
方
は
、

三
村

 
 
昌
義

「虚

子
編

『新
歳
時

記
』
に

つ
い
て

の

↓
考
察
」

(
「神

戸
親

和
女
子
大
学

 
 
親
和

国
文

」
第
四
十

-
号
、

二
〇
〇
六
年
十

二
月
)

に
て
、
「虚

子
編

『新
歳
時

 
 
記
」

の
項
目

と
し

て
立

っ
て
い
る
季
題

(首
題
)
」
と
し

て
い
る

こ
と

に
倣

っ

 
 
た

も

の
で
あ

る
。

し
た
が

つ
て
、
本
稿

に
お
け

る
季

題
と
は
、
傍
題
と
、
首
題

 
 
と

の
総
称

で
あ
る
と
す
る
。

(4
) 
調
査

の
底
本
と
し
て
、
以
下

の
三
本
を
用

い
た
。

 
 
初
版

一
高

浜
虚
子
編

『新

歳
時
記
」
昭
和

九
年
十

一
月
初

版

・
昭
和
十

四
年

三

 
 
月

四
二
版

、
三
省
堂

 
 
改

訂
版

二
咼
浜
虚

子
編

「
改
訂
 
新
歳
時

記
』
昭
和
九
年

十

一
月
初
版

・
昭
和

 
 
十
九
年
七

月
改
訂
三
十

二
版
、
三
省
堂

 
 
増

訂
版

冖
高
浜
虚

子
編

「新

歳
時
記

 
増
訂
版
」

一
九

三
四
年

(昭
和
九
年
)

 
 
十

一
月

初
版

・
一
九

四
〇

年

(昭
和

十

五
年
)

四
月
改

訂
版

・
↓
九

五

一
年

 
 
(昭
和

二
十
六

年
)
十
月
増

訂
初

版

・
二
〇

〇

二
年

(平

成
十

四
年
)

十

一
月

 
 
増
訂
六
九
刷

、
三
省
堂

(5
) 

井
出
原
太
郎

「虚
子
編

『新

歳
時
記
』
」
よ
り

「「新
歳
時

記
』
」
〈清
崎
敏
郎

・

 
 
川
崎
展
宏
編

「
虚
子
物
語
」

〈有
斐
閣

ブ

ッ
ク

ス
〉
昭
和
五
十
四
年
、
有
斐
閣
〉

(6
)
 
虚

子
編

「新

歳
時
記
」
改
訂
版

(昭
和
十

五
年

四
月
、
三
省
堂
)

に
、
「訂
正

 
 
す

べ
き

二
三
の
季

題
、
並
に
熱
帯

の
気
候

・
動
植
物

・
人
事
等

の
う
ち

で
已
に

 
 
夏
期

に
属
す

る
も

の
と
し

て
諷
詠

し
来

つ
た
も

の
を
増
補
し
、
例
句
も
千
余
句

 
 
は

殖
や
し
た

こ
と

に
な
る
、
そ
れ
は
主

に
ホ
ト
ト

ギ

ス
雑
詠
選
集
春

の
部

に
採

 
 
録

し
た
句

で
あ

る
。」
と
あ

る
。
さ
ら

に
、

『新
歳
時

記
一
増
訂
版

(昭
和

二
十

 
 
六
年
十
月
、

三
省
堂
)

に
、
「季
題
其
他

に
訂
正
す

べ
き
と

こ
ろ
が
あ
ら
ば

訂
正

 
 
し
度

い
と

の
話
が
あ

つ
た

の
で
多

少
訂

正
し
た
。
曩
き

に
加

へ
た
熱

帯
季
題

の

 
 
類
は
省

い
た
。
又
例
句
に

ホ
ト
ト
ギ

ス
雑
詠

選
集
夏

の
部

以
下
を

(春

の
部

も

 
 
多
少
)
加

へ
た
。
」
と
あ
る
。

(7
) 

「熱
帯

季
題
」

の
定
義

は
前

掲
、
注

(2
)
引

用
②
参

照

(8
) 

前
掲
、
注

(2
)

に
挙

げ
た
も

の
の
他

に
、

深
見
け
ん

二
、
高

田
風
人
子

ら

 
 
に
よ
る

「
「五
百
五
十
句

」
研
究
」

(1
)

ー

(16
)

(
「花
鳥

諷
詠
」

(伝
統
俳
句

 
 
協
会
機
関
紙
)
平
成

元
年
十

二
月
ー

平
成
三
年
三
月
)
が
あ
る
。

(9
) 

論
文
末
尾
添
付

の
表

1
参
照

(10
) 

論
文
末
尾
添
付

の
表
2
参
照

(11
) 

b
型

の
季
題

の
う
ち
、
内
地

の
季

題

(軍
事
関
係

の

「入
営
」

「徴
兵
検
査
」

 
 
「大
演

習
」

「除

隊
」、
暦

に
関

係
し

9
型

の
季
題

「
天
皇

誕
生

の
日
」

「文
化

の

 
 
日
」

の
出
現
と
も
関
わ

る

「紀

元
節
」

「天
長
節
」

「明
治
節
」
、
お
よ
び

「農
地

 
 
改
革
」
)
に

つ
い
て

の
詳

細
な

調
査

は
、

別
稿
を
期

す
が
、

こ
れ
ら
季

題

の
消

 
 
失
や
出
現

の
背
景
は
本
論

の
結
論

と
無
関
係
で
は
な

い
と
考
え
る
。

(12
) 

大
岡

信

ほ
か
編

「大
歳

時

記
」
第

二
巻

〔全

四
冊
〕

(
一
九

八
九
年

、
集
英

 
 
社
)、

お
よ
び
、
水

原
秋
桜

子

・
加
藤
楸

邨

ほ
か
監
修

『
カ

ラ
ー
図
説

日
本
大

 
 
歳
時
記
 
座
右
版
』

(昭
和
五
十
八
年
、
講
談
社
)

(13
) 

虚
子
編

「新
歳
時
記
』
初
版
、

昭
和
九
年
十

一
月
、

三
省
堂

(14
)
 
朝

日
辞
典

を
紐
解
く
と
、
叫
井
刈

項

に
は
次

の
よ
う

に
あ

る
。

小
学
館
/
韓

 
 
国

.
金
星
出
版
社
共
同
編
集

「朝
鮮

語
辞
典
』
(
-
九
九
三
年
、
小
学
館
)

に
は

 
 
「囮

ー
パ
ガ

ジ

・ひ
さ

ご

-▼
叫

(ふ

く
べ
)
を

二

つ
に
割

り
中
身
を

え
ぐ

っ

 
 
て
乾
燥

さ

せ
容
器

と
し

て
用

い
る

-プ

ラ

ス
チ

ッ
ク

で
形
ど

っ
た
も

の
も
あ

 
 
る
。」
、
大
阪
外
国
語
大
学
朝
鮮
語
研
究

室
編

(主
幹
塚
本
勲
、
北
嶋
静
江
)
『朝

 
 
鮮
語

大
辞
典

」
上
巻

(
一
九

八
亠ハ
年
、
角

川
書

店
)
に

は
、

「パ
ガ

ヂ
 
囮

①

 
 
(叫

(ふ
く
べ
)
を
真

二
つ
に
割
り
中
身
を

く
り
抜
い
て
干
し
て
作

っ
た
容
器
)

 
 
パ
ガ
ヂ
、
パ
ガ
ヂ

の
器

(ユ
昊
)

〈中

略
〉
①

*
叫
竚
刈
は
朝
鮮
民
族

の
生
活

と

 
 
密
接
な
か
か
わ

り
が
あ

る
。
普
通

、
「ふ
く

べ
」

で
作

っ
た
丸

い
も

の
で
、
米

を

 
 
と

い
だ
り
、
水
を

汲
ん
だ

り

日
常

広
く

用

い
る
。

「
ひ
ょ
う
た

ん
」

で
作

っ
た

 
 
も

の
は
丑
スT
叫
と

い
う
。
最

近
は
プ

ラ

ス
チ

ッ
ク
製

の
も
の
が
多
く
、
そ

れ
も

 
 
叫
井
刈

と

い
う
が
、
暑

(σ
〇三

.
ボ
ー

ル
)

と

い
う

こ
と

も
あ
る
。
」。
ま

た
、

-8一



 
 
朝
朝
辞

典

の
場
合
も
、
叫
井
刈

を
翻
訳
引

用
す
る
と
次

の
よ
う
に
あ
る
。
民
衆

 
 
書

林
編
集
局
編

「
エ
ッ
セ

ン
ス
国
語
辞
典

〈特
装
版
〉
」
(
一
九

七
四
年
初
版
、

 
 
二
〇
〇

一
年
第
五
版
、
民
衆

書
林
)
に
は

「囮

1
水
を
汲
ん
だ

り
物

を
入
れ

る

 
 
器

。」
、
李

煕

昇

編

「
ハ

ン

グ

ル

大

辞

典

↓
=
国
2
国
≦

ス
O
閑
国
≧
4

 
 
一)同
目
O
Z
>
霆

」
(
一
九

八
三
年
、

民
衆
書

林
発
行
、
三
修
社
発
売
)

に
は

「名

 
 
水
を
汲
ん
だ
り
物
を

入
れ
る
器
。
ふ
く

べ
を

二
つ
に
割

り
、
種

な
ど
を
え
ぐ

り

 
 
出
し

て
茹

で
て
干
し
た
も

の
と
、
木
を
え

ぐ

つ
て
作

っ
た
も
の
、
ま
た
は
プ

ラ

 
 

ス
チ

ッ
ク
で
作

っ
た
も
の
が
あ
る
。
瓢
壺
。」
。

(
15
) 

「
ホ
ト
ト
ギ

ス
」
第

四
十

三
巻
第

一
号

(五
百
十
八
号

・
昭
和
十
四
年
十
月
)

 
 
「各
地
座

談
会
」
中

「京
城
」
部

の
中

に
、
「
パ
カ
チ
」
に

つ
い
て
左

の
記
事
が

 
 
見
ら
れ
る
。

 
 
パ
カ

チ

 
 

迦
南
。

そ
ん
な

ら
話
を

か

へ
て
、
独
得

の
植
物

の
パ

カ
チ
は
ど
う

で
す
。

 
 

自
流

。
パ
カ
チ
と

い
ふ

の
は
、
元
来
朝
鮮
語

で
は
あ

の
実

の
殻
を

水
汲
や
な

 
 
ん
か
に
使

ふ
器

に
し
た
の
を

云

つ
て
、
植
物

の
時

の
名
は
パ
カ

チ
と
は
言

は
ぬ
。

 
 
ペ
ク
と

か
何
と

か
言

ふ
ん
だ
相

だ
。
通
訳
に
聞

い
た
ん
だ
が
。

 
 

蘭

の
秋
。
併

し
我

々
俳

人
仲
間

で
は
今
日
パ
カ
チ
と
云

へ
ば
植
物
も
云

ふ
し
、

 
 
器

に
な

っ
た
も

の
も

云
ふ
や

う
だ
ね
。
花

が
咲
け
ば
花
パ

カ
チ
。
青

い
実

の
を

 

青

パ
カ
チ
。
屋
根

に
な

つ
て
居

る

の
を
屋
根
パ
カ
チ
。

(16
) 

小
学
館

『
日
本
国
語
大
辞
典
』

第

二
版
第
十

一
巻

の

へ
ち
ま
項
に
、
「①
ウ

リ

 
 
科

の

つ
る

性

一
年
草
。

〈中

略
〉
②

ヘ
チ

マ
の
実
を

乾

燥
さ

せ

た
繊

維

で

つ

 
 
く

っ
た
垢
す
り
。

へ
ち
ま

の
皮
。
」
と
あ
る
。

(17
) 
虚

子
編

「新
歳

時
記
』
初
版

(昭
和

九
年

十

-
月
、

三
省
堂
)
、
お
よ

び
改

 
 
訂
版

(昭
和
十
五
年

四
月
、
三
省
堂
)

に
お
け
る

「温
突
」

「春
聯
」

「初
筏
」

 
 
「蠍
」

「水
砧
」

「春
窮
」

の
各
季
題
項
を
左
に
引
用
す

る
。

 

初
版

『新
歳
時
記
』

「温
突
」
項

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

※
改
訂
版

「温
突

」
項
と
若
干

の
異
同
有

 
 

温
突
圍

朝
鮮

や
満
州

の
家

屋
に
は
床

下
に
煙

道
を
設
け

て
あ

り
、
冬
季
此

に

 
 

火
煙
を
通

し
て
家

屋
全
体

を
暖

め
る
。
此

の
装
置
を
温
突
と

い
ふ

の
で
あ

る
。

 
 

 
〈以
下
略
〉

 

初
版

『新
歳
時
記
』

「春
聯
」
項

 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

※
改
訂
版

「春
聯
」
項

も
左

と
同
文

 

 

春

聯
 
支
那
や
朝
鮮

で
は
、
旧

正
月
を
祝
ふ
た
め

に
門

の
両
側
や

入
口

の
扉

 

 

な

ど
に
、
赤

い
紙
に
目
出
度

い
文
句
を
書

い
て
貼
る
。

〈以
下
略
〉

 

初
版

『新
歳
時

記
』
「初
筏
」
項

 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

※
改
訂
版

「初
筏
」
項
と
若

干
の
異
同
有

 

 

初

筏
 
鮮
満
地
方
殊

に
鴨
緑
江

や
松
花
江
沿
岸
等

で
は
、
上
流

の
森
林

を
晩

 

 

夏

か
ら
初
冬
に
か
け

て
大
仕
掛

に
伐
採

す
る
。
〈以
下
略
〉

 

初
版

『新
歳
時

記
』
「蝎

」
項
※
改
訂
版
の

「蝎
」
項
も
左
と
同
文

 

 

蝎
国
さ

そ
り
と
も

い
ひ
朝
鮮

・
台
湾

・
満

州

・
支

那
等

に
棲

む
。

〈以
下
略
〉

 

 
改
訂

版

『新
歳
時

記
』
「水

砧
」
項

 

 

水

砧
圍

朝
鮮

で
は
春

に
な
る
と

野
に
出

て
水

辺
で
洗

濯
を
し
砧
を
う

つ
と

い

 

 
 
ふ
こ
と
だ
。
秋

の
砧
と
区
別

し
た
方

が
よ
い
。

 

 
 
 

 
 

江
く
れ
て
海

の
ご
と

し
や
水

砧
 
 
蘭

の
秋

 

 
 
 

 
 

鮮

人
に
な
り
き

つ
て
住

み
水
碪

 

 
石
汀

 

改
訂

版

『新
歳
時

記
』
「春
窮
」

項

 

 

春
窮
國

四
月
か

ら
五
月
に
か

け
、
麦

の
取

入
前
、
食
物

の
不
足
を
来

す
時

の

 

 
 
こ
と
で
、
朝
鮮

で
は
さ
う

い
ふ

こ
と

が
あ

る
。

(
18
) 
筑
紫
磐

井

「歳
時

記

の
百
年
 
第

八
回
 
虚

子
編

『新
歳
時

記
』」

(
「俳

壇
」

 

 
十
七
巻

九
号
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
)

(
19
)

虚

子
編

『新

歳

時

記
」
初

版

(昭

和

九

年

十

一
月
、

三
省

堂
)
、
改

訂

版

 

 
(昭
和
十

五
年
四
月
、

三
省

堂
)、
増

訂
版

(昭
和

二
十

六
年
十
月
、

三
省
堂
)

 

 
に
お
け
る

「狼
」

項
は
そ
れ
ぞ
れ
左

に
引

用
す
る
と
お
り
で
あ

る
。

 

初
版

『新
歳
時

記
』
「独
」
項

 

 
 

狼

日

狼
は
深

山
に
棲
息
し

て
ゐ
る
が
、
冬
、
雪
が

深
ま
る
と
人
家

近
く
現

 

 

れ

食
を
求
め
る
。

小
獣
を
捕
食

す
る

の
で
あ

る
が
、
時

と
し

て
人
間

に
危
害

 

 

を
加

へ
る
。
頭
上

を
跳
び
越

え
、
驚

い
て
人
が
倒
れ
る
と
咬

み

つ
く
。
火
を

 

 

恐
れ
る
か
ら
、

山
野
を
行
く

時
は
火
縄
を

持
ち
、
露
営
に

は
火
を
焚
く
。

わ

 

 
 
が
国

の
狼
は
真

の
狼

で
は
な

く
、 

豺

と
称
せ
ら
れ
る
小
形

の
も

の
で
あ

る
。

 

 

朝
鮮
狼

の
こ
と
を
ぬ
く

て
と

い
ふ
。

 

 
 
 

 
 

警
察
に
吊
さ
れ

て
あ

る

豺

か
な
 
 
友
萍

 

 
 
 

 
 

狼
や
そ
ろ

へ
立

て
た
る
馬

の
耳

 

 

素
心

一g一



 

 
改
訂
版

 
虚
子
編

『
新
歳
時
記
』
「狼

」
項

 

 
 

狐

圍

狼

は
深
山
に
棲
息

し
て
ゐ
る
が
、
冬
、
雪
が
深
ま

る
と
人
家
近

く
現

 

 

れ
食
を
求

め
る
。
小
獣
を
捕
食
す

る

の
で
あ

る
が
、
時

と
し

て
人
間

に
危
害

 

 
 
を
加

へ
る
。
頭
上
を
跳

び
越

え
、
驚

い
て
人
が
倒
れ

る
と
咬

み

つ
く
。

火
を

 

 

恐
れ
る

か
ら
、
山
野
を
行

く
時

は
火
縄
を
持
ち
、
露
営

に
は
火
を
焚

く
。
わ

 

 
 
が
国

の
狼
は
真

の
狼

で
は
な
く
、 

豺

と
称

せ
ら
れ

る
小
形

の
も

の
で
あ
る
。

 

 

朝
鮮
狼

の
こ
と
を
ぬ
く

て
と

い
ふ
。

 

 
 

 
 
 

狼
や
そ
ろ

へ
立

て
た
る
馬

の
耳

 

 

 

 素

心

 

 
 

 
 
 

警
察
に
吊
さ
れ

て
あ

る

豺

か
な
 

 
 

友
萍

 

 
増
訂
版

 
虚

子
縞

『
新
歳
時
記
』
「
狼
」
項

 

 
 

狼

圍

狼

は
深
山
に
棲
息

し
て
ゐ
る
が
、
冬
、
雪
が
深
ま

る
と
人
家
近

く
現

 

 

れ
食
を
求

め
る
。

小
獣
を
捕
食
す

る
の
で
あ
る
が
、
時
と

し
て
人
間

に
危
害

 

 

を
加

へ
る
。

頭
上
を
跳
び
越
え
、
驚

い
て
人
が
倒
れ

る
と
咬

み

つ
く
。

火
を

 

 

恐
れ
る

か
ら
、
山
野
を
行
く
時

は
火
縄
を
持
ち
、
露
営

に
は
火
を
焚
く
。

わ

 

 

が
国

の
狼
は
真

の
狼

で
は
な
く
、 

豺

と
称

せ
ら
れ

る
小
形
の
も

の
で
あ
る
。

 

 
 

 
 
 

狼
や
そ
ろ

へ
立

て
た

る
馬

の
耳

 
 
 

 
素

心

(20
) 

虚
子
編

『新
歳
時

記
』
初
版

(昭
和

九
年
十

一
月
、
三
省
堂

)
序

(21
) 

前
掲
、
注

(
20
)
参
照

(22
) 

小
学
館
/
韓
国

・
金

星
出
版
社

共
同
編
集

『朝
鮮

語
辞

典
』

(
一
九
九

三
年

、

 

 
小
学
館
)

の

「L「
司
」
項

に
、

「圀

〔動
〕
チ

ョ
ウ
セ

ン
ォ
ォ

カ
ミ

(朝
鮮
狼
),

 

 
ヌ
ク

テ
ー
.
」
と
あ
る
。

(23
) 

前
掲
、
注

(
18
)
参
照

(24
) 

前
掲
、
注

(
3
)

お
よ
び
注

(8
)
参
照

(25
) 

前
掲
、
注

(3
)
引

用
②

お
よ
び
③

参
照
。
引
用

中

の
語

「版

図
」
は
、
当

 

 
時

の
俳
人

た
ち

の
認
識

に
基

づ
き
、
内

地
と
外
地

(植

民
地
お
よ
び
勢
力

圏
)

 

 
の
総
称
と

し
て
用

い
ら
れ

て
い
る
も
の
と
解

し
た
。

(26
) 

初
出

は
昭
和

十

}
年

九
月

「
ホ
ト
ト
ギ

ス
」
、
引
用

は
高

浜
虚
子
著
、
高

浜

 

 
年
尾

・
福

田
清
人

ほ
か
編

『
定
本

高
濱
虚

子
全

集

第
十

一
巻

俳

論

・
俳

 

 
話
集
』
昭

和
四
十
九
年

、
毎
日
新

聞
社

(27
) 

虚

子
編

「
新
歳
時
記

』
初
版

(昭
和
九
年

十

一
月
、

三
省
堂
)

お
よ
び

(改

 

 
訂
版
昭
和
十

五
年

四
月
、
三
省
堂

)
の

「バ
ナ
ナ
」
項
を
左
に
引
用
す

る
。

初
版

『
新
歳
時
記
』
「
バ
ナ
ナ
」
項

 
バ
ナ
ナ
圍

 
バ
ナ
ナ
即
ち
甘
蕉

は
、
生
る
所

は
多

く
常
夏

の
国
で
あ
る
。
滋

 
養

に
も
な
る
し
、
夏
季

の
生
食

は
広
く
好

ま
れ
る
。
腐
敗

も
早

い
せ

い
か
、

 
夜

の
街

頭
で
、
夜
涼

の
人
々
に
向

つ
て
特
異
な

投
売
り
が
展

開
さ
れ
た
り

も

 
す

る
。
丈
余

の
茎
頭

に
、
大
長
葉

の
間
か

ら
累

々
と
し

て
垂

れ
下
が

っ
た
群

 
果

は
蓋

し
見
事
な
も

の
で
あ
る
。

 
 
 

 
 

 

台
湾
所

見

 
 
 

 
 
舷
梯
を
追

い
戻
さ

れ
ぬ
バ
ナ
ナ
売
 

 

 
白
汀

 
 
 

 
 
バ

ナ
ナ
買

ふ
程

の
馬
来
語
覚

え
け
り
 

 

三
堂

改
訂
版

『
新
歳
時
記
』

「バ
ナ
ナ
」
項

 
バ
ナ

ナ
 

バ
ナ
ナ
即
ち
甘
蕉

は
、
産
地
は
多

く
常
夏

の
国

で
あ
る
。
丈
余

の

 
茎
頭

に
、
大
長
葉

の
間
か
ら
累

々
と
し

て
垂
れ

下
が

っ
た
群
果

は
蓋
し
見
事

 
な
も

の
で
あ
ろ
う
。
内
地

に
も
大
量

に
輸

入
さ
れ
、
滋
養

に
も
な
る

し
、
夏

 
多
く
食

べ
ら
れ

る
。

 
 

 

題

下
に
圍

の
記
号

に
挿

入
し
た
も

の
は
其
月
に
限

ら
ず
、

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

又

三
月

に
は
亙
ら
ず
、

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

要
す

る
に
此
題
は
其

月
に
限

つ
た
も

の

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

又
、
花

や
実
等

の
中

に
は

 
 
此

他

に
も
事
実

上
は

二
月

以
上

に
亙

る
も

の
が
あ

る

で
あ
ら

う
。

(『新

歳
時

 
 
記
』
初
版
、
昭
和
九
年

十

「
月
、
三
省
堂

)

(29
) 

虚

子
編

『新

歳
時
記
』
改

訂
版

に
収
録
さ

れ
た

「熱
帯
季

題
」
は
左

の
三
十

 
 
五
項
で
あ
る
。
改
訂
版

の
底
本

に
お

い
て
は
、
こ

の
う
ち

の
い
ず
れ

の
季
題

項

 
 
に
も
圍

が
見

ら
れ
な
か

っ
た
。

「熱
帯
」
、

「赤

道
」、

「馬
来

正
月
」
.

「朝
陰
」
、

 
 
「木
陰
」
、
「
オ
ア

シ
ス
」
、
「貿
易

風
」、

「
ス

コ
ー

ル
」
、
「赤
道
祭

」,

「嫁
選
」
、

 
 
「象
」
、
「水
牛
」
、
「鰐
」
、
「鱶
」
、
「極
楽
鳥
」
、

「熱
帯
魚

」、

「火
焔

樹
」、

「無
憂

 
 
樹
」
、

「鳳

凰
樹
」
、

「宝

冠
木
」、

「仏

桑
花
」、

「ド
リ

ア
ン
」
.
「
マ
ン
ゴ

ス
チ
ン
」
、

 
 

 
 

 
 

各

に
遠
き
故

郷
や
バ
ナ
ナ
む
く

 
 

 
 

 
 

舷
梯
を
追

い
戻
さ
れ
ぬ
バ
ナ
ナ
売

 
 

 
 

 
 

バ
ナ
ナ
買
ふ
程

の
馬
来
語
覚
え
け
り

 
 

 
 

 
 

川
を

見
る
バ
ナ
ナ
の
皮
は
手
よ
り
落
ち

(28
) 

圍

に

つ
い
て
は
、
虚

子
編

『新

歳
時
記
』
凡
例

に
、

 
 
二
、

 
 
亙

る
も
の
と

い
ふ

こ
と
を
指

示
し
た

の
で
あ
る
。

 

位

に
亙
る
も

の
を
も
其
中

に
籠

め
た
。

 
 
で
な

い
と

い
ふ

こ
と

を
明
ら
か
に

し
た
の
で
あ
る
。

草
千
白
汀
三
堂
虚
子
左

の
よ
う
に
あ

る
。

 
 

 

同
季

の
三
月

に

 
 

 
 
 

 
 

二
月

一10一



 
 
「
マ
ン
ゴ
ー
」
、
「
パ
パ
ヤ
」
、
「龍
眼
」、
「バ

ナ
ナ
」
、
「パ

イ
ナ
ッ
プ

ル
」
、
「椰

子
」
、

 
 
「檳
榔
樹
」、

「護
謨
樹
」
、
「榕
樹
」
、
「ク

ロ
ト

ン
」
、
「月
下
美
人
」、

「ブ
ー
ゲ

ン

 
 
ベ
リ
ア
」

(30
) 

虚
子
編

「新
歳
時

記
一
初
版

(昭
和

九
年
十

一
月
、

三
省
堂
)

お
よ
び

(昭

 
 
和
改
訂
版
十

五
年

四
月
、
三
省
堂
)

の

「鳳
梨

/
パ
イ
ナ

ッ
プ

ル
」
項

を
左

に

 
 
引

用
す
る
。

 
 
初
版

『新
歳
時

記
』
「鳳
梨
」
項

 
 

 
鳳
梨
 
鳳
梨
即
ち
パ

イ
ナ

ッ
プ

ル
は
夏
淡
紫

色

の
花
を
咲

か
せ
る
が
、
も
と

 
 

 
く

熱

帯
産

で
あ

る
。
果

は
松
毬

に
似

て
五

・
六
寸
位
、
赤
黄
色
を

し
て
頭

 
 

 
に
葉

を
生
や

し
て
ゐ
る
。
生
食
も
さ
れ

る
が
、

「
般

に
は
缶
詰

の
方

が
親

し

 
 

 
ま
れ
る
。

 
 
改
訂
版

『新
歳
時

記
』
「パ

イ
ナ

ッ
プ

ル
」
項

 
 

 
パ

イ
ナ

ッ
プ

ル
 
パ
イ
ナ

ッ
プ

ル
即
ち

鳳
梨
で
、
松
毬

に
似

た
五

・
六
寸
く

 
 

 
ら
ゐ

の
大
き
な
実

で
あ

る
。
赤
黄
色
を

し
て
頭
に
葉
を
生
や

し
て
ゐ
る
。
内

 
 

 
地
で
は
、
生
食

も
さ
れ
る
が
、
主
に
缶
詰

の
方
が
親
し
ま
れ
る
。

 
 

 
 
 
 
 
日
章
旗
や
鳳
梨
熟
す
小
学
校
 
 

 
 
 
雨
城

 
 

 
 
 
 

扶
桑
花

の
長
き
垣
あ

り
異
人
墓
地
 

 
 
梧
朗

(31
) 

前
掲
、
注

(27
)
参
照

(32
) 

高
等
小
学
校

用
国
語
科
国
定
教
科
書

『高
等
小
学
読
本
』
(明
治

三
十
七
年
ー

 
 
明
治

四
十

四
年

使
用
)
巻
六
、
第

十

一
課

「熱
帯
植
物
」
よ

り
該
当
箇

所
を
左

 
 
に
引
用
す
る
。

 
 
『高
等

小
学
読
本
』

に
お

け
る
バ
ナ
ナ
と
鳳
梨

 
 

 
 
熱
帯
地
方

ニ

ハ
、

ソ
ノ
他

ノ
有
用
植
物
、

ハ
ナ

ハ
ダ
多

シ
。
サ

ト
ー

キ
ビ
、

 
 

 
ゴ

ム
ノ
木
、

コ
ー

ヒ
ー

ノ
木
、
藍

ナ
ド
、

ソ
ノ
主

ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

〈中
略
〉

 
 

 

マ
タ
、
食
用
果
実

ヲ
生
ズ

ル
植

物
、

ハ
ナ

ハ
ダ
多

シ
。

バ
ナ

丶
、

ア
ナ

ナ
ス

 
 

 
ナ
ド
、

ソ
ノ
主

ナ

ル
モ
ノ
ナ
リ
。
バ
ナ

丶

ハ
芭
蕉

ノ
類

ニ
シ
テ
、
広

ク
、
熱

 
 

 
帯
地
方

二
培
養

セ
ラ
レ
、

ワ
ガ
琉
球
、
台
湾
、
小
笠
原
島

ニ
モ
、
多

ク
産

ス
。

 
 

 
ア

マ
タ

ノ
変
種

ア
レ
ド

モ
、
葉

ト
茎

ト

ハ
芭
蕉

二
似

テ
、

ハ
ナ

ハ
ダ
大

キ
ク
、

 
 

 
果
実

ハ
胡
瓜

二
似

テ
、
刺

ナ
ク
、
カ

ツ
、
厚

キ
皮

ア
リ
。
果
肉

ハ
澱
粉
多

ク

 
 

 
シ
テ
、 
味

ヨ

ロ
シ
。

 
 

 
 
ア
ナ

丶
ス

ハ
、
茎
、

ハ
ナ

ハ
ダ
短

ク
、
葉
長
大

ニ
シ
テ
、

一
所

ヨ
リ
群

リ

 

 
 
出

テ
、
中

ニ
ハ
、
刺

ア
ル
モ
ノ
ア
リ
。
果
実

ハ
、
松

ノ
実

二
似

テ
大

キ
ク
、

 

 
 
赤
色

ヲ
オ

ビ
、
上
部

二
、
葉
群

ア
リ
。
果
肉

ハ
、
味
、

ハ
ナ

ハ
ダ
甘

ク
シ
テ
、

 

 
 
香
気
強

シ
。

付
記
 
本
稿

は
、
第

四
〇
七

回
国
文
学

研
究
会

(
二
〇
〇

八
年

七
月
五

日
、
慶
應

義

塾

大
学
)

に
お
け
る

口
頭
発
表

に
基

づ
く
。
席

上
貴
重
な
ご
教

示
を

賜

っ
た
先

生
方

に
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ

ま
す
。

 

な
お
、
本
稿
脱
稿

後
、
筑
紫
磐
井

「虚

子
の
季
題
論

と
季

題
」

(「国
文
学
 
解

釈

と
鑑
賞
」
第

七
十
四
巻
十

一
号
、
平
成

二
十

一
年
十

一
月
)

が
発
表
さ
れ

た
。
併
せ

て
参
照

い
た
だ
き
た

い
。
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注9-表1

 一月

『新歳時記』

初版新歳時記 改訂版新歳時記 増訂版新歳時記

人日

入営

i玉 〔餅花の項中) 繭玉(餅花の項中)

入営

馴鹿

北極光

二月

初版新歳時記 改訂版新歳時記 増訂版新歳時記

旧正月 睦月 睦月

睦月 I日正月 旧正月

春聯 春聯

爆竹

紀元節 紀元節

三月

初版新歳時記 改訂版新歳時記 増訂版新歳時記

初筏 初筏

水砧

四月

初版新歳時記 改訂版新歳時記 増訂版新歳時記

苦力来る 苦力来る

寒食 寒食

纜 纏

天長節 天長節 大皇誕生の日

鴨川踊

春窮

Ii月

初版新歳時記 改訂版新歳時記 増訂版新歳時記

鴨川踊 鴨川踊

徹兵検査 徹兵検査

鵜飼

四迷忌

夏偲安居の項中)

六月

初版新歳時記 改訂版新歳時記 増訂版新歳時記

夏の朝

鵜飼 鵜飼

蝎 蝎

三版種間の首題異同一覧表

    七月

初版新歳時記 改訂版新歳時記 増訂版新歳時記

撤水車 撤水車

立版古〔起し絵の項中}立蔵古1起し絵の項中}

バナナ

鳳梨

氷餅 氷餅

西日 西日

ボー ト ボー ト

ヨッ ト ヨット

仏桑花

熱帯

赤道

馬来正月

朝陰

木蔭

オア シス

貿易風

スコール

赤道祭

嫁選

象

水牛

鰐

鱶

極楽鳥

熱帯魚

火焔樹

無憂華

鳳凰樹

宝冠木

仏桑花

ドリアン

マ ンゴスチ ン

マ ンゴー

パパヤ

竜眼

バナナ

パ イナ ップル

椰子

檳榔樹

護謨樹

溶樹

クロ トン

月F美 人

ブーゲンベリア
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八月

九月

初版新歳時記 改訂版新歳時記 増訂版新歳時記

パカチ パ カチ

十月

初版新歳時記 改訂版新歳時記 増訂版新歳時記

郁子 通草 通草

通革 郁子 郁子

明治節 明治節

十一月

初版新歳時記 改訂版新歳時記 増訂版新歳時記

文化の日

大演習 大演習

除隊 除隊

f・.二月

初版新歳時記 改訂版新歳時記 増訂版新歳時記

温突 温突

年貢納 年貢納



注10一 表2三 版種間で異同の見られた首題の、出現パターンによる分類

型名 初版新歳時記 改訂版新歳時記 増訂版新歳時記 型名 初版新歳時記 改訂版新歳時記 増訂版新歳時記

a型 0 0 0 f型 x O x

旧正月 0 OX1 OX1 馴鹿 x O x

睦月 O OX1 OX1 北極光 x 0 x

鴨川踊 O OX3 OXa 爆竹 x 0 x

鵜飼 O OX3 OX3 水砧 x 0 x

郁f 0 OX1 OX1 春窮 x O x

通草 0 OX1 OX1 四迷忌 x 0 x

熱帯 x 0 x

型名 初版新歳時記 改訂版新歳時記 増訂版新歳時記 赤道 x 0 X

b型 O 0 x 馬来正月 x 0 x

人営 0 OXa X 朝陰 x 0 X

繭玉(餅 花の項中) OX2 OX2 x 木蔭 X O x

春聯 O O x オアシス x 0 X

紀元節 O 0 x 貿易風 x 0 x

初筏 0 0 X スコ■ル x OX9 X

苦 力)kる O 0 x 赤道祭 x 0 X

寒食 0 0 x 嫁選 x 0 x

繍 O 0 x 象 x 0 x

x長 節 0 0 x 水牛 x 0 X

徴兵検査 0 0 x 鰐 x O x

蝎 0 0 x 鱶 x 0 x

立版占(起し絵の項中) OX2 OX2 X 極楽鳥 x 0 X

バナナ 0 OX3 x 熱帯魚 x 0 x

鳳梨 0 OX3 x 火焔樹 x 0 x

仏桑花 0 OX3 x 無憂華 x 0 x

ペカチ 0 0 x 鳳凰樹 x 0 x

明治節 0 0 x 宝冠木 x 0 x

大演習 0 0 x ドリアン x 0 x

除隊 0 0 X マ ンゴスチン x 0 X

温突 0 0 x マンゴ■ X 0 x

年貢納 0 0 x パパヤ X 0 x

竜眼 x 0 x

型名 初版新歳時記 改訂版新歳時記 増訂版新歳時記 椰子 X O x

c型 o   i   x x 檳榔樹 x 0 x

夏の朝 O   I  xX5 X 護謨樹 x O x

榕樹 X 0 x

型名                改訂版新歳時記 増訂版新歳時記 クロトン x 0 x

、型  牌 攣 記 × 0 月下美人 x 0 x

該当なし ブーゲンベ リア x 0 x

型名 初版新歳時記 改訂版新歳時記 増訂版新歳時記 型名 初版新歳時記 改訂版新歳時記 増訂版新歳時記

e型 x 0 0 9型 x x 0

撤水車 X 0 0 人日 X x 0

氷餅 x 0 0 天皇誕生の日 x x 0

西山] x 0 0 文化の日 x x 0

ボ■ ト X 0 0

ヨ ッ ト x 0 0 型名               改訂版新歳時記 増訂版新歳時記

、型  4nN」li�IIN4VRPL____X____、 x

該当なし

注1 ※1は版によって首題配列が前後逆転していることを示す。

注nI※2は 初版、改訂版では目次のみ(半)首 題扱い、事実上は傍題扱いであったが、再改訂の際R次 上から消え、

   示す。

x}皿 ※3は改訂時に首題排列が.二つ以上の首題を飛び越えて移動、変更しているものを示す。

注1V ※4は改訂時に傍題から首題へと扱いが変わったことを示す。

注V ※5は改訂時に首題から傍題へと扱いが変わったことを示す。

注VI h型 は今後、『新歳時記』とそれ以外の歳時記、季寄せとを比較するヒで必要になるので、あえて設けた。

名実ともに傍題になった季題を
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